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【事業開始のきっかけや他市の状況など】【めざす姿（意図・どのような状態になるのか）】

事業期間

事業の区分

目項
根拠法令

総合計画実施計画策定及び行政評価シート

款
会計

事務事業名

総合計画体系

要求区分
予 算 科 目

■事業費

財
国　 　庫　 　支　 　出　 　金

対象年度

事業

担当課係等

【対象（だれに対して・何に対して行うのか）】

【事業をとりまく環境の変化】

考

備

予算事業名

48
16
154

R05年度

218

48

27

0

58

85

218

147
10
381

R06年度

         146.78

538

118

67

0

145

208

538

総合計画60ページ　予算書294ページ

平成29年度から介護予防・日常生活支援総合事業を開始し、地域にお
ける住民主体の介護予防活動の育成・支援を行う地域介護予防活動支
援事業を実施している。その中で、介護予防の担い手を増やすことや
継続的な活動支援が求められている。

・シルバーリハビリ体操3級指導士養成（
隔年）
・介護予防サポーター育成
・高齢者サロンの支援

【令和 7年度　事業内容】
・介護予防サポーター養成（隔年）
・介護予防サポーター育成
・高齢者サロンの支援

【令和 8年度　事業内容】
・シルバーリハビリ体操3級指導士養成（
隔年）
・介護予防サポーター育成
・高齢者サロンの支援

【令和 9年度　事業内容】

【隔年で養成】
①介護予防サポーター（養成後、育成支援）
・担い手を養成・育成していく
・高齢者サロンの運営を推進していく

②シルバーリハビリ体操3級指導士（養成後、県からフォローアップ
有）
・担い手を養成・育成していく
・通いの場における体操教室を推進していく

地域介護予防活動支援事業

金額 ( 千円 ) 金額 ( 千円 )

第1号被保険者、その支援のための活動に関わる者

1202

地域介護予防活動支援事業費

主要事業

04
03

継続　（　　  年度～　　  年度）

介護保険法

平成18年4月介護保険法改正に伴い、高齢者の心身機能・活動能力・
社会参加等の生活レベル低下による要介護度の悪化を予防する取り組
みの強化として地域支援事業(介護予防事業)が施行された。

02

すべての高齢者が、介護予防の知識を身につけ、心身の健康に寄与す
る活動に取り組むことのできる環境をつくる。

01

令和 7年度

10 需用費
11 役務費
12 委託料

みんなで支えあい　安心して暮らせる地域福祉を目指そう

高齢者が生き生きと安心して暮らせる地域づくり

介護予防の推進 介護福祉課

長寿支援係

経常経費



種類

■指標

活動

指標

指　標　名 単　位

目標

目標

目標

指標

成果

目標

実績

実績

実績

実績

■事業評価

■方向性

２次評価（２次評価者として判断した今後の事務事業の方向性（改革・改善策））

１次評価（１次評価者として判断した今後の事務事業の方向性（改革・改善策））

R05年度 R06年度 R07年度

     186.00        0.00        0.00

       6.00        0.00        0.00

介護予防サポーター、シルバーリハビリ体操指導士の養成講習会を実施する

介護予防サポーターの資質向上のためスキルアップ研修会を開催

     210.00      220.00      231.00

       4.00        6.00        6.00

養成者数

スキルアップ研修会

□拡充（人・モノ・カネ等の拡充）　■改善改革しながら継続　□現状のまま継続（改善・改革なし）　□統合・新規事業への展開
□縮小　□休止　□廃止・終了　□予定どおりの要求　□一部改善の上要求　□今回は見送り　□その他の処置

地域における介護予防・重度化防止のために重要な取り組みであるため、地域づくりの一つとして捉え、介護予防の普及・啓発やボラ
ンティア等の人材育成等を積極的に推進していく。

□拡充（人・モノ・カネ等の拡充）　□改善改革しながら継続　□現状のまま継続（改善・改革なし）　□統合・新規事業への展開
□縮小　□休止　□廃止・終了　□予定どおりの要求　□一部改善の上要求　□今回は見送り　□その他の処置

上記評価のとおり

人

回

Ａ 必要性は高い

Ａ 妥当である

方向性の具体的内容

企画調整会議の意見・考え方（１次評価者と同じ場合も記入）

Ａ 妥当である

Ｂ どちらとも言えない

Ａ 偏りは見られない

Ｂ どちらとも言えない

Ｂ どちらとも言えない

必要性

妥当性

効率性

公平性

有効性

進捗度

総合評価

対応策提言等

高齢者人口が増加する中、高齢者自身による介護予防活動を推進していく必要性は高い

法の趣旨に基づく事業であり、市が介護保険を適正に運営するために関与すべき事業であ
るため

養成講習会には専門的な知識や技術を提供する必要があり、現在の手段は適切と言える

現在の職員定数から、効率的に実施していると言える

活動者はボランティアであり、受講を希望すれば参加できるため大きな偏りはない

高齢者サロンについては新型コロナウイルスの影響により中止となっている。一方、シル
バーリハビリ体操指導教室の参加者は、令和4年度より回復傾向である。高齢者サロンは
再開に向け準備をし、シルバーリハビリ体操教室は同様に継続していく。

高齢者サロンについては新型コロナウイルスの影響により中止となっている。一方、シル
バーリハビリ体操指導教室の参加者は、令和4年度より回復傾向である。高齢者サロンは
再開に向け準備をし、シルバーリハビリ体操教室は同様に継続していく。

この事業を推進するためには、市民の力が重要である。活動者を募集しても男性の参加者が少ないことや活動者の高齢化が課題に挙げ
られるため、市民への啓発が重要である。市民の健康や介護予防への興味関心を高めることを意識し、事業に取り組んでいく。

令和6年度より高齢者サロンを再開するため、活動を軌道に乗せ、継続的なサロン運営ができるよう介護予防サポーターへの支援を行
っていく。シルバーリハビリ体操においては、継続的に活動ができるよう支援を継続していく。

事業の必要性

実施主体の妥当
性

手段の妥当性

コストの効率性
・人員効率

受益者の偏り

成果向上の余地

事業の進捗

上記評価を踏まえて事業全体について評価し、問題点・課題等を指摘してください

この事業を今後どのように改善・改革をしていきますか

       0.00        0.00        0.00

  10,290.00        0.00        0.00

介護予防サポーターが運営する高齢者サロンへの参加者

いきいきヘルス体操教室への参加者

      10.00      180.00      240.00

  10,500.00   11,000.00   11,500.00

高齢者サロン参加者

いきいきヘルス体操教室参加者

人

人

令和 5年度行政評価シート


